
1　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

定款の 従事者 受益対象者 支出額

事業名 の人数 範囲及人数 （千円）

里親制度に関する広報活動を行
う
（ﾊﾟﾈﾙ展・ﾁﾗｼ配布・出前講
座・座談会・ﾌｫｰﾗﾑ・新規里親
開拓・広報誌掲載・ﾃﾚﾋﾞﾗｼﾞｵ新
聞取材・ﾊﾞｽ広告・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運
用）

【ﾊﾟﾈﾙ展・ﾁﾗｼ配布】5/20~25・
6/3~11・6/13/22・7/15~24・
8/9~8/19・8/24~8/30・
9/1~9/14・9/1~11・
9/30~10/10・10/13~28・
10/18~28　・11/11~20・
1/5~15・1/5~15・2/12~18・
3/10~19
【出前講座】11/28・11/14・
1/10・1/30・2/3・5/25・
8/22・8/30・10/20・11/24・
1/11・1/29・6/17・9/16・
10/7・11/11・2/13・11/28
【座談会】6/25・2/25
【ﾌｫｰﾗﾑ】10/15
【ﾃﾚﾋﾞﾗｼﾞｵ新聞取材】4/14・
11/17・
【広報誌掲載・ﾊﾞｽ広告・ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞ】4/1~3/31

【ﾊﾟﾈﾙ展・ﾁﾗｼ配布】エムズシ
ティ（水俣市）・　ゆめタウン
八代・　八代市役所・イオン錦
町・水俣市役所・人吉市役所・
八代市立図書館
【出前講座】八代高校・八代
市・錦町・水俣市・山江村・天
理教会・西陵ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ・三菱
UFJ銀行熊本・熊本ｷﾜﾆｽｸﾗﾌﾞ・
八代南ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ・八代平成病
院・ｾｶﾝﾄﾞさくら
【座談会】桜十字ﾎｰﾙやつし
ろ・水俣市ふれあいセンター
【ﾌｫｰﾗﾑ】県立劇場
【ﾃﾚﾋﾞﾗｼﾞｵ新聞取材】TKU・読
売新聞・FMやつしろ

90人 ﾊﾟﾈﾙ展会場利
用者、出前講
座・座談会・
ﾌｫｰﾗﾑ参加者・
ﾃﾚﾋﾞﾗｼﾞｵ視聴
者・新聞広報
誌購読者・ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞ訪問者
2,000人

里親への法定研修(新規登録の
研修・養育養子縁組里親更新研
修)
里親への任意研修(ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研
修・ﾍﾞｰｼｯｸ研修・ﾌｫｽﾀﾘﾝｸﾞﾁｪﾝ
ｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)

7/4・11/28・7/24・7/25・
12/18・12/19・5/17・6/9・
11/9・2/4・6/28・11/23・
3/9・7/13・9/8・1/24・2/22

桜十字ﾎｰﾙやつしろ・Z00Mで実
施・八代事業所・地域交流ｽﾍﾟｰ
ｽさんさん・ﾌｫｽﾀﾘﾝｸﾞ機関ｱｸﾞ
ﾘ・八代ﾅｻﾞﾚ園

68人 熊本県内の里
親28人

里親と子どものマッチング 随時 八代事業所及び
里親宅、児童福祉施設

10人 熊本県内の里
親14世帯、子
ども10人

里親サロン(歓迎サロン・田植
えサロン・稲刈りサロン・餅つ
きサロン・通常サロン)
訪問支援

【里親ｻﾛﾝ】6/12・10/4・
10/10・11/1・12/6・12/10・
1/17・1/20・2/7・3/7
【訪問支援】通年

八代事業所・錦町・八代児童相
談所・里親宅

24人 里親ｻﾛﾝ参加者
160人、訪問世
帯30世帯

障害児里親委託推進 随時 県南障害児入所施設 4人 里親5世帯、子
ども6人

児童虐待防止に関す
る事業

講演会開催・虐待防止ハンド
ブック作成・要保護児童相談対
応

【講演会】6/18
【虐待防止ハンドブック、要保
護児童相談対応】通年

【講演会】グランメッセ熊本・
Z00Mで実施

13人 熊本県内の里
親37人

1,411

子どもと家族支援に
関する事業

里コール（電話相談） 随時 熊本県内 4人 県内20人

43

その他この法人の目的
を達成するために必要
な事業

0

令和４年度事業報告書

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

　　　　法人名　特定非営利活動法人優里の会　　

平成２５年に設立した当法人は、熊本県や熊本市から里親制度の普及・啓発、研修事業の委託を受け活動を続けてきた。令和2年12月に熊本県から里親養育包括支援
のフォスタリング機関として事業を受託し、広報啓発・リクルート、研修、委託推進、訪問支援を実施した。事業実施で、登録者や委託児童が増加した。また、三
菱UFJ銀行等から寄付を受け、里親制度の啓発事業や児童虐待防止事業を実施した。令和４年度もコロナの影響が続き研修や講演会等を対面だけでなく、オンライン
形式も取り入れて行い、遠隔地であっても多くの方が参加できる事業実施形態を確立した。

　（１）特定非営利活動に係る事業

〈委託推進〉　里親と里子のマッチングを進めた。

〈訪問支援〉　委託後は定期的に訪問し、里親養育への支援を行った。　里子への自立支援は他の団体との協働を図り実施した。またアフターフォロー事業として
委託解除後の里子の支援も行った。里親協議会と連携し、里親家庭が必要な支援についてアンケート調査を行い、次年度以降の新規事業に繋いだ。

【フォスタリング事業】

〈広報啓発・リクルート〉本年度も対面、ZOOMの両方利用できる体制を作り、感染防止を図り参加者の利便を図った。
効果的な広報啓発のやり方を検討し、パネル展や、地域を限定したバスのﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ広告、フリーペーパー2社に隔月広告を載せ、多くの人が里親制度に関心が持てる
ように事業を実施した。また、出前講座を行政、学校、民生児童委員、福祉施設等に対し１８回実施し、周知を図った。高校においては探求の時間に里親制度の説
明を行い、高校生が関心を持ち自ら考え行動する支援を行った。
また、ホームページやSNSの充実を図り、里親に関する問い合わせが増加した。

〈研修〉　コロナの影響だけでなく遠隔地の受講者の利便を図るため対面・ZOOM形式両方で行った。
新規里親登録研修は、前期、後期の２回開催し、５世帯８人が新たに里親として登録した。研修体制の見直しを行い、里親の養育スキルの向上や社会的養護への理
解の促進を図った。

フォスタリング機関
（里親養育の包括的
支援）の運営活動事

業

44,843

里コールは、里親だけでなく「すべての子どもと子どもを育てる方のために」と対象を広くし、電話相談を広く県民からの相談を受けられる体制を作った。
最後に、熊本県からフォスタリング事業を３カ年受託したが、今後も途切れのない支援を行うために、事業継続ができるよう、より一層責任と自覚をもって、事業
に取り組んでいく。

【児童虐待の予防と防止に関する事業】

子どもの福祉を守る観点で虐待防止にも取り組み、子どもの安全・安心な生活を保障し、将来に夢を持ち自立できる子どもを育てるために、講演会や虐待防止ハン
ドブック冊子発行を行った。要保護児童対策地域協議会の構成員となり、進行管理のSVとして活動した。
定期講演会は「未来を担う子どもたちの健全な成長のために」　をテーマに、元厚生労働大臣を招いて講演会を開催した。社会的養育問題や児童福祉法改正の経
緯、フォスタリング機関の役割等について学んだ。様々な分野の方々の参加があり、里親制度への関心が高まった。
講演会や研修で参加者の効果測定を行い、参加の前と後での意識や行動の変化をスケール化した。

【子どもと家族支援に関する事業】

事　業　内　容 実 施 日 時 実施場所
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